
-入会地から軍用地ヘ
ろっぽ う白

「六方野」は江戸時代前期まで周辺15ヶ村ズ答の広大な採草地で した。江戸時代にここから長沼・ )11野辺・
いりあい

小深の三つの新田村が成立しますが、中央部分は周辺村々の入会採草地として残されていました。その残さ
れんベL、じよう

れていた部分に明治 5年(1872)、陸軍の練兵場が設定されます。ここは四街道の射的場と共に比較的初期

から軍用地が設定されたところです。その後、明治中期から順次周囲を買収、下志津軍用地として大きく拡

張されていきます。
れんたい

.鉄道聯隊の移転
れんたい

市域への軍関係施設の進出は、明治41年(1908)の交通兵旅団と鉄道聯隊第2大隊の椿森への移転に始ま

ります。鉄道聯隊は東京中野に設置された鉄道大隊がその前身になります。自動車が用いられていない当時、

陸運の中心は鉄道であり、 軍隊 ・軍需品の輸送の多くは鉄道に依存していました。そこで戦地における鉄道

の建設・修理・運転や、敵の鉄道の破壊に従事する部隊が編成されたのです。この部隊は日露戦争に参加し

て鉄道建設などに活躍しましたが、広大な中国東北地方を舞台としての活動であったために、その規模の不

足が明らかになりました。そこで明治40年 3個中隊か ら12個中隊へ拡張し、翌年にかけて千葉 (2個大隊)・

津田沼c1個大隊)に移駐しました。このとき中野の跡地に電信隊と気球隊が設置され、鉄道聯隊と 3隊で

新設の交通兵旅団を構成しました。この旅団司令部は鉄道聯隊千葉兵営の向かいに置かれました。その後市

域には次々と陸軍関係の学校や施設がつくられ、昭和初期には軍都と呼ばれるほどでした。

千葉市内の主な軍関係施設・学校一覧

鉄道第 1聯隊 明治41年 6月 中央区縫森

-戦同で月(地司治第練て29古は年榔を鉄1隊品し1過た月は。津の「に皆鉄田設沼仇大)・修隊理Jお及と臨びし兵て東?員3京・警物官資牛込を輸の送陸諸軍し士た諸。官こ平学品時校内は千に晶葉G曜市1、と明明そ治の周3野G辺年2・4丁目

同 材料廠 明治41年 稲毛轟s/J3 

:軽奇襲襲撃襲撃空間神話題冨1開臨丁目

12ff: 3月 日廃。その施設の一部利用し、
置。

同作業場 明治41年 中央区弁天 -演習用の作業場

千葉陸軍病院 明治41年4月 中央区椿森 -傷病兵の治療にあたった。 明治41年4月「千葉衛成病院」創設、昭和11年10月
4丁目 「千葉陸軍病院」と改称。

千葉陸軍兵器補給廠 大正12年 稲毛区掛町 -兵器の補給、鉄道器材の保管を行っていた。
3・4・5 -大正12年3月「鉄道材料廠」が廃止され、同年 4月その施設の大部分を利用し
丁目 「千葉陸軍兵穏支廠」が発足、昭和14年「千葉陸軍兵器補給廠」と改組、昭和20

年4月「東京陸軍兵器補給廠」に合併、「東京陸軍兵器補給廠千葉分廠」となる。

陸軍下志津飛行学 大正13年5月 若葉区若松
偵大E察正機10年教R育:4議月を行「陸っ端軍た。航空話学回校下U志I津分鵡校吊jを学印旗校郡千代図村側に創立、和大正12年月 1 校 IUJ 

若;松 行」として立、|沼 19年6 廃
し 、る。

陸軍歩兵学校 大正冗年12月 稲毛区作箪 -歩兵の戦闘法を研究し、これを全軍に普及させる目的で設立。
部町

気球聯隊 昭和2年11月 稲毛区作草 -大正 2年所沢に 「気球隊」新設、昭和 2年11月作草部に転営、昭和11年 5月 「気
部l町 球聯隊」と改称。

千葉聯隊区司令部 昭和 6年 1月 中央区格森

i若iifiifi重量君臨iF謀議室君臨??霊

5丁目

千葉陸軍戦車学校 昭和11年12月 稲毛区穴川 -戦車隊に必要な基礎的学術 ・通信 ・整備の教育及び戦車に関する調査 ・研究を行っ
4丁目

・「昭fこ千0和葉11陸年軍8戦月車学「陸校軍」戦と車改学称校。J習志野に発足、 同年12月穴川に移転、 昭和15年

千菜窪軍防空学校 昭和13年8月 稲毛区小仲
(千葉陸軍高射学校) iEA 3 

韓鶴悲観戦砲鵠に「盟空叩8月 軍防 」と改 、l四日19ff:4 に

※『写真集 千王阜市のあゆみ』 より(千1阜市広報課・ 2001年 3月〕
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